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　　　　　　　　　　　　　　　（1）現代社会に於ける人間性の回復
　　（ａ）現代社会と青少年の心理
　資本主義社会の発達か人間に与えている致命的な欠陥は，人間か資本主義的消費生活に適応させ
られ，またその消費物資の量産のため人間が人間機械として，その生産に従事しなければならない
ということである．人間か独創吐のない従属的な人間としてつくりかえられ，人間としての個性や
自主性は認められない時代となっているということである．
　これが現代社会のメカニズムであり，人間教育もその線にそって教育され，学校も人間機械製造
工場化した．中学では必修教科技術科となってあらわれ，また進学希望の青少年は有名大学，有名
高校へ進学することにより，収入のよい大企業への就職につながるものとして，入学準備に狂奔し
て，エゴイスティックな人間になってしまっている．
　現代のヒューマニズムという人間性が，「単なるヒューマンリレーションとして，上手に人間関
係を保つこと.」という技術に塗りかえられている．これら青少年は現代社会に矛盾を感じつつ，そ
れに適応してゆかねば生きてゆけない羽目に陥っていることを知っている．
　このむじゅんと，自己撞着は無意識のうちに／この社会的抑圧に対し，自己劣等感をもつように
なり，大人に対する不満と不信が反抗となって醸成されつつあるのである．
　このような青少年の本質的要求を満たしてくれない現代の教育に不満を意識した子等は学校から
も，社会からも疎外された自分に，はげしい劣等感をもち，授業に興味を失い，職場においては昇
進への努力を止め，自己嫌悪感をもち虚無的な考えが生じてくるのである．彼等は自分は取るに足
らない人間であるか，常に他人と比較されているということが耐えられない負担となって，自分に
おおいかぶさってくるのである．
　このような彼等は自己の中に生命の充実感が充ち溢れ，信念をもって行動できる意志の人間でな
いともいえる，
　これらの中の非行児や虞犯児は，どれもこれも皆気の弱さをもっていて，刄ものという兇器のか
げにかくれて，強がって見せるだけの人間であり，所詮それは自分が抹殺されてしまいはしないか
ということを恐れているのである．それは「俺」という人間の存在を自己顕示するための行動とし
て自己主張を何等かの自己表現であらわそうとしているのであって，これが異常行為となってあら
われているのである．
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　その表現の一つの形式として抑圧され続けた欲求が，ついに爆発するとき，精神的な欲求不満が
肉体的に転化され，暴力となり，恐喝となり，窃盗となり，性的遊戯となってあらわれ，反社会的
　・非社会的といわれる行為になってあらわれるのである.
　　（b）ビートゼネレーションと情緒的転移
　日本の青少年のみならず，世界の青少年も大人の犯罪の増加に刺戟されてか，彼等のエネルギー
の排け口の健康な方法か指導されていないなどの理由から，急激に不良化への傾向か増大し，悪質
化し，その年令も十代の少年期がもっとも患うべき状態になiつてきた，このまま放置しておけば，
社会不安の危機に追いこまれるであろうことを恐れるものである．現代の経済好況の場合はまだよ
ろしいが，一旦不況の線を下降しはじめると，これら青少年は何をするかわからない心配な状態に
追いこまれるであろう．
　即ち現代の青少年は「何かをせずにはおられない」ところの情緒的衝動にかられている．
　欧米ではビートゼネレーションと呼ばれ，アメリカでは白人対黒人の闘争の姿となってあらわれ
たり，日本では全学迎のデモ，右翼テロの形になってあらわれたりして，その集団的行為は世界的
注視の的となっている．
　この衝動はまた民族闘争に拍車をかけている現状でもある．
　これらの対策としては，禁止や処罰という安易な方法ではもはや救われないのである．何か新ら
しい試がなされなければならない段階にきているのである’．
　これら青少年はどんなに大きな，また高価な犠牲を払っても興奮とスリルを求めようとしてい
て,･どのような方法によって，そのエネルギーの偏倚を情緒的に転移すれげよいか，その健脚な方
法を知らないのである．
　彼等は内的志向の重大さを知りつつも，これに解答を与えてくれない教育の欠陥を知っている．
教育における内的志向の教科である芸術教科も，現在は科学技術という時代の要求から片隅に押し
やられ，時間数の削減の迎命にあっている現況である.
　　（ｃ）芸術とス.ポ『ツで干聚つなぎ人間性の回復をはかる国民迎勤
　芸術教育が現代的経済の要求の強さのため学校という教育現場ではあまり取り上げられないよう
な今の時代では，社会教育という成人教育の場において取り上げられねば他によい方法はないので
ある．
　この運動と実践は現代青少年の異常なまでに追いこまれつつある心理的葛藤を解決するのにもっ
ともよい通路であるばかりでなく，現代メカニズム社会に起因する異常の心理を解決するために
も，情緒に安定性を与え，人間性の回復をはからねばならないし，また社会における人間相互理
解，精神や肉体の医学的治療の効果や能率の増進をもはからねばならないのである.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　･W●こら）治療安定法は経済伸張には直接関係なしとして片隅に押しやられか芸術数育が，実は「人間
考える輦として」重要な意義をもち，レヂャーと生産をコントロー.ルするキーポイントであると考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　　　　　　　･･　　　● ●“えられる．
　またスポーツは人間のつくった競技のルールに従うて，全身全霊を以て闘われ，身プ,技・体の調
和の極致におて競われるものである．競技のルールに反するものは場外に退去を命ぜられても，そ
れに対して誰れも文句を言わないし．反抗もしないルールのきびしさをもっている．．．
　このスポーツ精神の正当性は法治国家の遵法精神に通じ，社会に生きるためには，汝というルー
ルを守らねばならないことを，スポーツのフェアプレーの精神によって，自然に身につけるように
もってゆくべきである．　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　，_
　全国民体育運動は全国民が自己の能力を最大限に発揮しようとする意志の鍛練に貢献し.ようとす
るものであって，一方体質的にスポー.ツに参加出来ない.ものは芸術的行為により，人間性をとりも
どそうとするのが「芸術とスポーツで手をつなぐ運動」である．　　　　　　　．．．　　　．．
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　　　（2）人間疎外と人間性の回復
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　　（ａ）考える葦としての余暇善用
　単なる慰楽は酒色1とようて簡単に心理的葛藤を発散き･せることが出来るか,･それは最低の方法で
あるごこれには多少後悔が伴うもので‘ある．　　　　　　　　　　　へ
　次にラジオ・テ.レビり映画などの娯楽は受動的レクレニションといえるものであうて，マスコミ
宣伝のブームにのって，消費者の夢を充すために企業者がっくり出したもので，外から個人に与え．
られる余暇利用方法である．しかし酒，パ’チンコ，競輪の類より上位である．
　旅行・登山・スポーツは自主的な計曲性があって，映画・喫茶店利用のレクレーションよりは上
位であって健康である.
　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　;●●　　i’!’最後に余暇善用の最高の位置にあるもめば人間考える葦としての自発的，創造的自己表現行為で
ある芸術活動七ある．
　過去において働らく人々が余暇善用として考えていたレクレーションは「明日の劣働力を再生産
するための行為」というふうに考えられていたが／現在では肉体的にも，精神的にも明日の働らく
ためのエネルギーの蓄積のみを意味してはいないのである．
　現代のレクレーションというものは企業体の現場が次第にオートメーション化し，人間として無
視され勝な状態に置かれつつあることからの脱皮を意味していて，「人間として自己再確認」即ち
人間性の回復をはかる為に自分自身で誰れからも指図を受けずに，自由にマネーヂできる重要な時
間であり，行為であることを意味している．
　人間一日の生活時間は％は労働，垢は睡眠であって，残りの垢は文化的，情緒的，安定性をかち
とる人間として，個人としてもっとも重要な人間的行為を行わねばならない時間である．
　能動的な行為を行う人間について，パスカルは「人間は一本の葦にしか過ぎない．自然のうちで
もっとも弱い葦に過ぎない．しかしそれは考える葦である.」と．人間，考える葦としての芸術的
精神活動こそ，能動的な自らの生活を豊かにする設計計画である.
　　（b）人間疎外と芸術による人間性の回復
　現代の青少年は何ものかに制約され，何ものかに追いつめられていると考える他人志向的傾向が
強い．これは人間疎外を助長し，学習意欲を削減し，落ちつきもなくなり／夢も希望も，生きるこ
とに対する意欲も全く失われ，虚無的な思想に支配されているということか出来る．
　これらの青少年でも，何ものにも制約されず，自由に絵をかき，版画をほり，ものをつくりi ･ 詩
や文章を創作し，歌をうたい，音楽を演奏するとき，総てのものに劣等感をもっていた彼等にも，
やれば出来ないことはないという可能性が首をもち上げはじめ,ヽ表現することに興味を感じはじめ
るのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仏
　表現とは自分の内なるものが，外にあらわれることであり，自己の欲求不満という心理的葛藤も
表現の中に吐き出,され，その異常緊張が発散されるものである．
　これらの表現はどのような描き方をしよう･とも，他人に迷惑のかかるような非道徳的行為ではな
い．彼等はこれによって真の自由と解放感を味わい，自己を発見し,・自己の人間性の回復を計るの
である．
　自らの行為によって，自ら発見した，自らの生の自覚こそ自己の可能性の発見となり，自らの生
命に充実感を感じるのである．変動の多い現実社会に一喜一憂することなく，自分の命を唯一のた
よりとして生きて行かねばならないと悟った時，他人志向的ものの考えではどうにもならないこと
を悟り，自主的な自分の力で生きねばならないという内的志向の意志力が生じて来るのである.
　　（ｃ）精神.心理療法としての造形療法
　精神，神経系統’に異常のある精神病患者に絵をかかせ,･ものをつくらせてみると，自分がささや
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かな造形行為をしたに過ぎないのに，その効果が目に見えて挙り，期待以上の成果を体験したそ
の成功感は，絵を描き，ものをつくるということに非常に興味をもち，大きな喜を感ずるものであ
る．
　無為の患者であった彼等も作業をするということによって，何も出来ないと観じて，何もやらな
かった患者ではあったが，僅かばかりの自己表現行為の成功が，自分の能力の中に潜んでいた可
能性を意識しはじめ，作業を通しての精神病治療が効を奏しはじめるのである．これを作業療法
(Occupational therapy)といい，生活訓練への導入にも非常に効果かあがるものである．
　その中でも特に自己の発見に役立ったのが造形療法（Ａｒt therapy)である．
　塗りもの，七宝焼，木工作，彫刻，粘土細工，版画，人形造りなどの造形療法の内容はもっとも
効果か期待される．
　このような芸術的表現は一般社会人にも情緒の安定を与え，明日の仕事に活力を与え，仕事の能
率増進にも役に立つのである．
　他人の介入を許さない自らのレヂャータイムを，自分で計画した方法で楽しむことか出来るのが
よい．自分だけの世界に沈潜し，自由で創造的な行為の出来る瞬間こそ，人間としての自己を見つ
めることの出来る唯一のものである．
　　　　　　　　　（ろ）「芸術とスポーツ.で手をつなぐ運動」の組織と推進方法
　　（ａ）「芸術とスポーツで手をつなぐ迎動」連合の組織
　△　芸術で手をつなぐ迎動局
　　▲　絵を描く運動本部
　　▲　ものをつくろう運動本部
　上記の二つを綜合して「生活を美しくする運動」としで運営して行くことも考えられる.
　　▲　音楽を楽しもう運動本部
　合唱団，器楽グループの育成に当る．「生活の中に歌を」という運動を展開し，美術と音楽合同
して「生活を楽しく，美しくする運動」を展開したいものである.
　　▲　みんなで創作しよう運動本部
　詩，小説，劇作，演劇，出版等の文学活動のサークルを育成し，これを大衆の生活化すること.
　　▲　みんなで体操しよう運動本部
　家庭，職場での軽体操，リハビリテーション･，ワンダーフォーゲル，サイクリング，スポーツカ
ーその他スポーツレクレーション等を行う.
　　▲　みんなで競技に参加しよう運動本部
　団体その他，職場の競技会等とつな力句をもち，職場でも全員参加することの出来る競技会をも
ち，参加することに意義をもたせる.
　　（b）絵を描きものをつくる迎動方法
　絵を描き，ものをつくるところの造形表現方法により，自己の人間的可能性を発見させ，社会
的，人間的抑圧から来る心理的な葛藤をその異常緊張から解放することによって，現代における人
間性の回復をはかるようにする．その為には生活美術を大衆の中にとけこむように育ててゆき，生
活工芸と生活の合理化を融合させ現代的生活の考え方を深めて行くようにしなければならない.
　△　生活美術・工芸関係のサークル実践例
　　▲　絵を描く会＝下手の横ずき日曜画家の会，チャーチル会，職場の美術サークル，団地等の
親子絵を描く会，社内全員写生会等
　　　〔註〕この綜合運動の一部として絵を描く運動本部か1961年５月，文具業界の経済的支持と，数多くの有
　名人の発起人を得て発足した．東京都新宿区神楽坂6丁目2i，東京文具界社内，絵を描く運動本部事務局．
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　　▲　版画の会＝あてこすり会（木版・石版・エッチング等）版画は大衆のための美術である.
　　▲　木彫の会＝木つつき会（民芸木彫・鎌倉彫りなど）手近かに素材が得易く，小細工で特別
に大きな道具もいらず，僅かの余暇を割いても楽しめる.
　　▲　塗りものの会＝ぺたりんこ会（変り塗り・家庭塗装等）事業場，家庭等の環境美化と能率
増進のために色彩調節をする．　　　　　　　　　　　　　　’｀
　　▲　やきものの会＝泥んこ会（塑造・楽焼・七宝焼等）庭焼程度のものが簡単に焼ける.
　　▲　木工金工の会＝日曜大工の会（小家具製作・家の修理・雑工事）自らの生活を自ら設計
し，自ら建設する喜び，大工はだしの仕事は家族から喜ばれる．中小企業の職場では能率増進のた
めの小修理は日曜大工のメンバー自らが修理し改造するところまで発展するであろう.
　　▲　染ものの会＝草木会（趣味の民芸染・家庭更生染等）衣生活設計への自主的前進をはかる.
　　▲　アクセッサリーの会＝おしゃれをしましょう会（手芸品や装身具づくり）　　　　　　　･.
　　▲　オブジェの会＝新らしいお花の会
　……▲　生活デザインの会＝アイデアグループ（生活を工夫する会）
　　▲　蒐集する会＝ポンコツ会（民芸品，古道具等を蒐集する趣味の会）
　　▲　小コレクターの大集会＝これらの会で各自がつくったもの，蒐集したものを交換したり，
競売をしたりして楽しむ会．
　在来の美術コレクターは高価な芸術品を集める金持であるか小市民は，ささやかなゲテモノや趣
味の品，またはこれらの会で自分がうまくつくれなかった作品と交換したり，買ったりして楽しも
うという趣旨である．
　この行為はお互を人間の片割れとして，作品を通して相手を知るという相互理解をはかろうとい
うのが主たる目的である．
　将来はこれを拡大して「生活を楽しく，美しくするジャンボリー」を開催して，全国からそれぞ
れのメンバーが作品を持寄り（知事の作品から日傭労働者の手細工に至るまでの作品）は上手でな
くてよい，何でもよろしい．一人の人間として，作品を通して認めあい，話しあえるジャンボリー
を開催したい．
　そこではキャンプファイアーが焚かれ，全国の民謡がうたわれ，それぞれのメンバーの郷土の踊
りが踊られ，それぞれの国の料理か披露され，招待しあい，夜を徹して話しあい．あるいは新らし
い技術を教えあい，また共同製作を楽しもうという寸法である．
　その最大の目的は働らく人々が仲間をつくり　日本全国に同じ趣味をもった人間同志手をつなぎ
合い，日本を楽しい美しい国にするため，率先して，心ある同志とともに手をつなぎ合ってゆこう
とする運動にまで展開したいものである.
　●　高知では企業体の新生活運動の仕事として，職場のグループ育成の為に「生活を美しくする
会」と銘打って職場のグループリーダーを集めて，月一回づつグループ作．りの研究会を開いてい
る．既に絵を描く運動の高知文部はこの会の中で活動を開始し，型染めの会，美術小函づくりなど
が開かれ，逐次色彩調節，日曜大工の会など上記の各サークル活動全部に亘って実習を行い最後に
は少コレクターの会ジャンボリーを開催すべく，全国に魁けてその実践を推進中である.
　　（ｃ）運動推進と運営の方法
　　▲　全国美術教育者の協力
　美術や民芸のサークルを育成するためには;その地域の専門家に趣旨が理解してもらい協力を仰
ぐ必要があるので日本美術教育連合の協力を懇請，その協力が得られることとなった.
　　▲　芸術迎動の手引書作成
　美術関係図書出版業者は，これか手引書等をつくり，指導を推進することご現在文具界誌その他
がとり上げこの運動をバックアップしつつある．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　●　　　　・　　　　’▲ サークル活動と報道のI価値づけ　　　^゛’‥
　報道関係はこれらのサークル活動を報道し，社会的関心を深め，これが発表会,’実践ニュースは
進んで報道し，この運動の価値づけをしてもらう‥‥‥‥
　　▲　講習会，展覧会の開催，月刊ニよー‘スの刊行＼‘’
　本部は講習会，展覧会を数多く開催出来るようにし，月刊ニュースや趣意書の頒布をはかる.
　　▲　民間運動としてのこの運動を助成すること／　’
　各関係官庁，事業所　公共団体はこの退勤か活溌に推進出来るように予算措置をとり，バックア
ップしてもらえるよう努力する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’
　高知では新生活運動協議会が主体となり，報道関係,｀百貨店の後援.共賛を得て，単独予算なし
で推進している.
　　　〔註〕この項は特に美術・工芸グループ活勁を中心にのべたが，他の部門においても，同様の推進方法が
　立てられるものと思うか割愛する．
　　　　　　　　　（4）社会教育としての，この運勁の目的と時機と盛り上り,一
　　　　　　　　　今後の発展への二，三の考察
　　（ａ）時代の主張とこの迎動の展開
　　▲　オリンピックまでに日本を美しくする迎動の推進
　この運動は現代社会の不安の心理をすくなくし，情緒的にも，安定した国民生活が行えるように
もって行くのが目的であるが，この目的のために中間目標を置いてみる．三年後の東京オリンピッ
クに備え，日本人に公共性を涵養し，世界的視野においてものを考えてもらう機会を得させようと
する迎動である．　　　，
　異常の心理を安定させるには，芸術とスポーツがもっともよき通路であるからである．
　オリンピックは国を挙げての世界的行事であり，外来者に日本の姿を知らしめる絶好のチャンス
である．
　日本人に美を愛し，人間としての自己を見出した自由で創造的な国民としての自覚をもたらすた
めには，国民ごＴ人一人が，生活を美しくする芸術的創造行為を身につけることである．
　またスポーツは美であり;人間的調和である．白木がオリンピック出場選手のために高いレベル
の選手をつくることも大切であろうが，この際このことのみを考えないで，この機会をとらえて，
国民一人一人が健康な生活力に満ちあふれた国民としてi　スポーツを各職場に各家庭に浸透させる
ことが必要でもある．
　三年後には，日本人はスポーツを生活化した国民であり，よく訓練された美的センスを持つ国民
であるといわれ，このような状態にあるからこそ，快適で，清潔な環境の設定に貢献し，公共性に
富んだ国民であると賞讃されるであろうことを期待している･
　この運勁は美の精神を日本の社会改造という善意の行為にもって行くための運動でもある．
　▲　ＦＥＡ日本開催に備えて美術教育を大衆の生活の中に昇華させること．
　四年後ＦＥＡ東京開催はオリンピックに続いて日本で開催される国際的行事である．しかも世界
美術教育会議という，美術教育について世界各国から集まって討議される会である．この際日本独
自の美術教育の現況として美を生活の中に生かしたこの迎動の成果を外来者の目でみることの出来
るように具体的実績をあげたいものである.
　　（b）今後の対策と将来の理想
　Ａ　芸術による人間性の回復運動と新生活運動
　人間生活の究極の目的は人間として，平和で豊かな生活を送ることを望んでいる．人間は個人に
おいて.家庭において，集団社会において，もっとも合理的に生活出来るように努力するのが当然
　　　　　　　ゝ
　　　　　　　　　　　芸術とスポーツによる人間個の回復迎動　　‘（秦泉寺）　　　　　　　　　10ろ
であるが，社会的不安と人間的葛藤から招来される社会悪の風潮など，従来の生活のあり方を物心
両面から改善して，それらを安定と向上に方向づけることか必要である．
　そのためには国民自から盛り上る意志と創意によって，自主的に生活態度をつくりかえてゆかね
ばならない．
　日常生活をより合理的・文化的・道義的に高めて，個人の福祉を増進するとともに，健全な住み
よい国土を建設しなければならない．
　この運動は主として，自発性と自主性，個人の尊厳と教育性，多様性と創造性を意味するもの
で，消極的な「何々すべからず」式の道徳教育ではない．また上から命令されたり，他から指図を
受けて行われるものでもない．自分たちの創意と工夫で自発的に盛り上るものでなければならな
い．
　この芸術とスポーツで手をつなぐ運動は新生活迎動の趣旨と同じであり，人間考える葦として，
人間が生命的な喜びを味わうことの出来る唯一のものである．
　従って押えつけられた人間関係から人間を解放し，真に自由に活動出来る方法を，これによって
見出させようとするものである.
　▲　即ち企業体や，地域社会の中に「生活を楽しく，美しくする運動」として，これらグループ
活動を職場の中に育成して行けば，職場の人間関係は調整され，グループの中の人間同志が芸術を
媒介物として，人間の相互理解を深めることが出来るのである．
　これはとりも直さず企業体の中の作業能率を高めることが出来るので，経営者もこの方面に力を
尽くすべきである.
　▲　新指導要領などでは学校教育において軽視されはしめた芸術教育が，資本主義生産管理の上
では生産にたずさわる人間関係の調整として，むしろ以前よりももっと重要であるということに気
がつくことと思われる．
　Ａ　この精神を世界の国々にあてはめて考えれば，それぞれの国の関係は芸術活勁を通して，理
解しあうことか出来るようになり，お互いの国の独自性を損うことなく，国際的友好と平和とがか
ちとられるであろう．ここにおいて，世界各国が相互理解を深めることとなり，これか世界連邦精
神にも則り，世界の不安をなくし，従って青少年補導にも非常に役立つであろう．
．Ａ　教育関係大学に芸術とスポーツ等で手をつなぐ新生活講座の開設について
　教育関係大学はもっぱら学校教育の教員養成のみに専念しているが，人間教育の場は学校のみで
はない．従って成人教育の講座を教育関係大学に開講して，社会教育の指導者養成にも当るべきで
はないだろうか．
　社会教育主事・補導教員・新生活指導員・安全衛生指導員・精神病院看後人の作業療法士として
の資格などをとらせるために必要な教職・専門を開講し，人材の養成に当っては如何かということ
を提案する．
　これを取得することは容易で，現在教育関係大学で開講されている単位の上に，それぞれの専門
を受講させれば，社会教育指導員等の資格を取得ることができるのである．
　その講座内容として芸術とスポーツで手をつなぐ人間性の回復をはかる運動の内容を盛りこむべ
きことは勿論である．
(昭和36年９月･30日受理)

